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欠 くことのできない信仰 と証 をロ々強

めるのである。そればか りではない。

愛する人々や この幸福 と祝福 を味わっ

てほ しい と思っている人々の生活にも

影響 を与えることができるのである。

福音は私たちが物心両面の恵みを受

けるためにいかに振舞えばよいか を教

えて くれるものである。 このことを常

に覚えていていただきたい。教 会の集

会に出席 し、聖餐を受け、レッスンに

集いなが ら、家族や隣人や地域社会の

人々が必要 としていることに耳 を貸さ

ず、なおかつ不正直にまた礼節をわき

まえずに振舞 っているとしたらどうだ

ろう。 もちろんそれでは十分 とは言え

ない。

善良で立派な市民であ り、慈善事業

に寄与し、地域の自治体に奉仕 し、ご

く一般の善良なキ リス ト教徒 としての

生活を送 るだけでも十分ではない。 こ

のような生活は確かに賞賛に値す るも

のではあるが 、天父が御自分 を愛 しそ

の戒めを守 る者に約束されている完き

喜び と永遠の生命を受ける資格 とを得

るには十分 とは言えないのである。

聖典の物語 を思い起こしてみたい。

ひとりの人が救い主に近寄 ってきて言

った。

「『先生、永遠の生命を得 るためには、

どんなよいことをしたらいいでしょう

か』。

イエスは言われた、 『…… もし命に

入りたいと思 うなら、いましめ を守 り

なさい』。」(マ タイ19:16、17)

聖典の中には、戒め とは何か という

ことについて、また永遠の生命を得て

神 と共に住 まうためのひ とつの条件は

神の教会、すなわち神の王国において

権威 ある者から受け るバ プテスマであ

ることが、繰 り返 し述べ られている。

バプテスマを受け、真の教会の会員と

なるとき、私たちはその教会の会員で

あることに対 して責任 を負 うのである。

私たちは 「自らの義務を覚 り、任命

された務めを勤むべ し。然 らずばその

地位 にある値 なし」と戒め られている。

(教義 と聖約107:99、100参 照)

もし私たちが教会の職 に正 しく召さ

れたなら、その職に伴 う義務 がいかな

るものであ.るかは私たちを召した権威

ある者の口から述 べ られるであろう。

指導者の地位になくとも、私たちは普

通の教会貝 として同じょうに大切であ

り、なおかつ集会 に出席 し、その信仰

と証によって他の人を励 ます という義

務 を有 しているのである。

では どの ようにして真っ直 ぐな道を

前進 し、自らの目標を達成 して最終的

に永遠の生命を得るのだろうか。 自ら

を鍛練すること、そして神が与 えたも

うた可能性 と究極の 目的を実現する上

で妨げ となる習慣や弱点を日々悔い改

め ること、これのみである。私 たちは、

絶 えず努力しなければならないことを

知っている。 ゴルファーは試合に臨む

前 、一定の時間ショッ トの練習をす る

ものである。

音楽や絵に秀でるには、だれ しも勉

強 と練習を積まねばならない。 そうだ

とすれば、天父は賢明な栄 えある目的

があって私たちをこの地上に置いて下

さったのであるか ら、その天父のみ業

を遂行す るために準備 をす ることは、

なおさら大切 ではないだろうか。

良 き業を行 なおうと決心することが

大切であることを理解 したならば、ま

ず どのような決心をす るのかを考慮 し、

何のために決心するのかを考えよう。

そして最後に、どんな障害にあっても

心に決めたことを守 り抜 くという決意

をするために自らを訓練す るようにし

ようではないかざ一 日の始めに、きょ

うだけなら決心したことは守れると思

うようにしよう。これは実行するにつ

れて容易にな り、習慣 となる。

福音を聞いて教会に入 りたい と思い

ながらも、知恵の言葉 をなかなか守れ

ない若い女性がいた。 タバ コとコーヒ
ー を常用 していた彼女は、死ぬまでタ

バコもコーヒー も全然飲めないことを

思 うと気持が くじけた。宣教師のひと
た

りはその ような彼 女に まず1日 だけ断

ってみ る ように 、そ してそれが で きた

な ら また次の1日 だけ試 して み るよ う

に言 った。 た だ一 度 、それ も1日 だけ

タバ コとコー ヒーの ない生 活 を送 るこ

とによって 、彼女 は知 恵の言葉 を守れ

るこ とが わか り、間 もな くバ プテ スマ

を受 けた。何 であれ 、悪 い習慣 を良 い

習慣 に改め る ときに も同 じこ とが言 え

よ う。

きょ うも一 日救 い主の教 えに一致 し

て生活 し、課せ られた務め を成 し終 え

た とい う満 足感 に ひた るこ と、 そ して

「明 らかな良心 」 を抱 いて夜床 に就 く

こ と、人生 において得 られ る最 高の祝

福 のひ とつ は ここにあ るので ある。

私 た ちは また新 しい年 、残 された生

涯の最初 の 日を迎 えた。 訓練 と決意 と

い う二 語 を心 に留め て 、今年 を自 らと

自らの家族 と隣 人 に とって良 き年 、良

き生 活 となる よ っに しよ っでは ないか。

次 にあげ るよ うな決 意の もとに一 日一

日を過 ごせ た ら素 晴 ら しい。 もち ろん

あ なた 自身 が決意 して いる ことで、 こ

こにな い もの もあろ う。

「き ょ う」 と い う 日 に

天父に熱心に祈る

私に導きを与えて下さる聖霊の勧め

に耳を傾け る。

祈 りによって神 と御子 イエス ・キリ

ス トに対する私の愛 を述べ、隣人

への奉仕 を通 してその愛 を示す。

福音を学び、福音に対する理解を深

め るよう努力する。

まず神の国 と神の義 とを求め る。

神の予言者の勧告に耳を傾け、心に

留め る。.

誓約 と戒め を守る。

言葉 と模範によって人々に福音を教

える。

言葉 と行 ないによって家族に対す る

愛 を示す。

何事に も正直に振舞 う。

課せ られている仕事 を果たすために

準備 をす る。

きょう、だれかに親切 にする。

すべ ての祝福 に感謝の気持を述べ る。

最 後 に、信仰 箇条第13条 に見 られ る

よ うな決心 を し、それ を常 に実行 に移

す こ とに勝 る道 は ない。 「われ らは 、

正 直 、真実 、貞潔 、慈善 、高徳 な るべ

きこ と、お よびすべ て の人 に善 を行 う

べ き を信 ず。 まこ とにパ ウ ロの訓戒 に

従 うとい うを得 べ く、われ らはすべ て

の こ とを信 じ、すべ ての こ とを望 む。

す でに 多 くの こ とを堪 え忍びたれ ば、

あ らゆ るこ とを堪 え忍び得 ん こ とを望

む。 もし何 にて も、徳 高 きこ と、好 ま

しきこと、よ き聞 えあ るこ と、あ るい

は褒 むべ きこ とあ らば 、わ れらは これ

らをたず ね もとむ るものな り。」
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「そ うだ といいね
。」デ ビ ッ ドは、車

か ら下 りた ブレ ッ ドお じさんに 笑顔 で

手 を振 った。 しか しぎこちな い笑顔 だ

った。彼 は 自分 をとやか く言 う人た ち

に 腹立 た しさを感 じ、後 ろ を向 くと中

古部 品が乱雑 に積 まれて い る中か らパ

ッキン を選 んで 、 また車 の修 理 を始 め

た。家族 はその部 品の 山が み っ ともな

い と、 よ く文 句 を言 って いた。

す る と出 し抜 けに後 ろの ドアの所 に

父親が姿 を見せ 、「デ ビー!」 と呼 んだ。

「こち らに来 ないか?」

「はあい
。」デ ビ ッ ドは 足ばや に歩 き

始め たが 、父の近 くに行 くにつれ 、の

ろ くなった。 「何 の用なの?」

「早 く手 を洗 いな さい
。 ブ レ ッ ドお

じさんが お まえに話 があ るそ うだ。」

デ ビ ッ ドは二の 足 を踏 んだ。 「車の

修 理が終 わってか らで もいい?」

父親 はデ ビッ ドの油 まみ れの手 を見

て 、まゆを しかめ た。 「そん な こと後

に して 、す ぐに来 な ざい・」

デビ ッ ドは まっ黒 なグ リー スを ご し

ごしこす り落 と して、それか ら居 間に

行 った。 父母 と兄 の ジョニー とブレ ッ

ドお じさんが いたが 、デ ビ ッ ドが入 っ

て い くとぴた っ と話 をや め た。 デ ビ ッ

ドは も じもじしなが らお じさんに言 っ

た。「こんに ちわ 、ブレ ッ ドお じさん。」

大柄 な コマ ンチ族 のブ レ ッ ドお じさ

んは 、ぬ っ と立 ち上 がっ た。 デ ビ ッ ド

よ りも15セ ンチ背が 高か った。着 てい

る黒 い背広 には ひ とつの しみ もなか っ

た。 「や あ、デ ビ ッ ド、父 さんの話 じ

ゃ 、グ リー ス を落 とすのに ち ょい と時

間がかか る と言 うの でな。」

「は い
、洗 って きたん です。」デ ビ ッ

ドは コチ コチにな って言 った。 「ぼ く

にお話が あ るそ うです が。」

「そ うだ
、大 学の こ とだ よ。 デ ビー 、

君の父 さん は 私 が 成 功 し て い るの を

見て、私の話 な ら と言 うん だ。 な あ、

私が も し大学 を出て いなか った ら、こ

んなに いい給料 も もらえんか っただ ろ

う。」

デ ビッ ドは守 勢 に立 って答 えた。「で

も、だれ で も大 学 に向いて いるわけ じ

ゃないです。」

「それは そ うだ
。 だが 君は イ ンデ ィ

ア ンだ。大学教育 がぜ ひ と も必要 だ。

土に まみれ てい るお じい さん を見な さ

い。教 育が あった ら、71に な って もま

だましな仕事 がで きただ ろ うに。」

「お じいさんは立派 な仕事 を してい

4

ます!食 べ る物 を作 ってい ます。お

金 をかせ ぐの を基 準にす るな らぼ くた

ちはみん な役 立 たずです。」デ ビ ッ ドは

断 固 として言 った。

「要 は こ うさ。 君は教 えて いる大学

で卒業 式の講話 をす るよ うな 父さん と

泥 だ らけのお じい さん と、 どち らの よ

うにな りたいか だ。」

デビ ッ ドは しば ら くの間、 こみ あげ

る怒 りを ぐっ とこらえ、そ して静 かな

口調 で言 った。 「ブ レッ ドお じさん、

野菜作 りだ って立 派 な仕事 だ と思 い ま

す。」

「デ ビー
、ブ レッ ドお じさんの 言 う

こ とは もっともだ。」父親が 言った。「こ

れか らの一生 を、爪に たまっ たグ リー

ス をほ じ くり出 して過 ご した いのか?

手 を見 てみ なさい。 す ぐに大学 に行 か

ねば な らん。 お まえの手 は人様の前 に

出せ る ような手 じゃな い じゃな いか。」

デビ ッ ドは思 わず指 を曲げて爪 を隠

した。 「ぼ くがみ っ ともな くて恥 ずか

しい って言えば いいん だ!」
「そ うは言 っていな い

。」父が言 った。

「弁解 なん か しな くて いい よ
、父 さ

ん。」デ ビッドは父が ら母 に視 線 を移 し、

次いで兄 の ジ ョニ ー を見 た。噛ジ ョニ ー

は 自分の きれい な爪 をためつ すがめつ

して いた。 みん なデビ ッ ドに反対 だっ

た。 「ジ ョニ ー兄 さんみ たいに なれな

いって 、心配 して い るん だろ。兄 さん

な ら、大学 の成績 も将 来性 も自慢 の種

だ もんね。 ぼ くが平 凡な労働 者に しか

なれ ない と思 って心配 なん だ ろ。 みん

なはぼ くが恥 ずか しいん だ。」

そ う言 った ものの、 デビ ッギ は 口か

ら出た言葉 を後悔 した。 だ れか が反論

して くれ るの を願 った。 しか しみ んな

はデ ビッ ドかち視線 を移 したま まで 、

それが デ ビッ ドの言葉の正 しさを物語

って いた。デ ビッ ドは た まらな く寂 し

くなった。

母親 が無理 に笑顔 を作 って立 ち上が

った。 「さ あ、食事 に しま しょう。 出

か け る前 に後 片づけが すむ わ。」

「ぼ く
、行 かな い。」デ ビッ ドが宣言

した。

「行 か ないだ と!」 父親 が シ ョッ ク

を受 けた ら しい様 子で 言 った。 「ど う

か して るん だ!」

「ぼ く正気 だ よ
。」デ ビッ ドは語 気 を

強め て言 った。 「油 だ らけの手 が恥 ず

か しいん ならぼ くつ いて行 か ない よ。」

母が穏 やか に彼 をた しなめ た。 「デ

ピー、 そんなふ うに言 わないで。 そん な

つ も りじゃ……」

「そ んなつ も りなん だよ
、母 さん。」

デ ビッ ドは きっ と後 ろを向 き、部 屋 を

出て野菜 畑の方へ 歩い てい った。 生 ま

れ て初 め ての深 い弧独感 を感 じなが ら

彼 は車の修理 を始 めた。 それか ら2、

3分 す る と、母 が 玄関か ら彼 を呼 んだ

「デ ビー!ジ エニ ー よ!」

めい った気 持 の 中で も、ガール フレ

ン ドに会 え る と思 うと笑顔 が戻 って 、

デ ビ ッ ドは足ばや に家 に向か った。

「ジェニー はお じい さん とこよ
。きょ

うはなん だか とって もきれ い。一 緒に

出か け る約束 があ ったん じゃない?」

と、母 が言 った。

「いいん だ よ
、母 さん。 ぼ くが どう

して行 か ないか、 わか って くれ るのは

ジェニー だけなの さ。」

デ ビッ ドは、あ っけに とられ て上 が

り口に立 ちつ くしてい る母 を後 に、居

間 に入 って行 った。祖 父 はお気 に入 り

の いつ もの椅子 に 腰かけ 、ひ ざ頭の 間

で指 を組ん でいた。 ジ ェニ ーは 明 るい

黄色 の服 を着 て、長椅 子に 腰かけ てい

た。 デ ビ ッ ドには まるで黄 色い デージ

ー の花 の よ うに見 えた
。彼女 は 、小 麦

色 のす らっ とした 腕には まった時計 を

見 て言っ た。

「おふた りとも急 いだ方 が よ くて よ
。

み んなが そろわなけれ ば 、出 かけ られ

な いわ。」

デビ ッ ドは深呼吸 を してか ら言 った。

「ぼ く
、行 か ないん だ よ。」

「まさか!」 ジェニ ーは椅 子 か ら飛

び上が るよ うに して叫 んだ。 「だ つて

お父 さんの講話 が あるの よ!」

「か まわ ないさ
。そ の方 が いいん だ。」

デビ ッ ドが入 って来 てか らず っ と黙

って いた祖 父が 、初 め て 口を開 いた。

「どうか したの か
、 デ ビー。」

「み んなぼ くの こ と
、 恥 ず か しい

んだ よ。 ジェニ ーの家 の人 とおん な じ

さ。 大学 に行 か ないで 車い じりを して

い るか ら。」デ ビ ッ ドは そばの椅 子に身

を投げ 出す よ うに してす わ り、ぼんや

り と宙 を見 つめ た。 「ジェニー 、お じ

い さん とふた りで行 っ といで。 ぼ くは

父 さんの説教 な ら、母 さんに聞 かせ て

るの を何百 回だ って聞 いて る もん。」

「そん な問題 じゃな いわ!家 族 みん

なで行 くの よ。 あなた だけ いなかっ た

ら、みん なの噂 にな るわ。」

「ぼ くのす わ る場 所 なんて ない
.さ。」
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父が また腕時計 を見た。 「も う行 か

な くて は。 デ ビー 、助 か った よ、あ り

が とつ。」

デビ ッ ドと祖 父は、ハ イウ ェイに曲

が って行 く車 を見送 った。 デ ビ ッ ドは

苦々 しい顔 で 言 った。 「手 を油だ らけ

に してい るぼ くをか らか った くせ に。

車 の修理 を頼 んだん だ。」

「お まえが怒 るのは もっ ともだ
。 デ

ビー。 お まえが いなければ 、頭 で っか

ちの息 子 どもは 、立 派な車 で まだこ こ

にすわ りんぼ うじゃで。 晴 れの場 で大

勢 を前 に話 をす るの を頼 まれ るの は い

いこ とだ。 だが 、その場に どうや って

行 けるか を知 っ とるの もいい こ とだ。」

祖 父の どこ とな く寂 しげな ロ調 は 、

デビ ッ ドの胸 をゆ さぶ った。 「ほん と

は行 きたか ったんだろ 、お じいさん。」

「いや
、たい した こ とないわ い。」

「で も父 さんの話 が聞 きたか ったん

だろ。 みん なが 父 さんの話 を聞 いて る

の を見たか ったんだ ろ、ね っ。」

老人は答 えをため らっていたが 、や

がて 口を開 いた。 「どんな様子か は こ

こで もわか る。」

「さあ
、急 いで着 換 え ようよ。遅 れ

るけ ど、そっ と入 って 後ろの席 にす わ

れ ばいい。」

「あの まっ黒の服 を着 に ゃな らんか

な。」

「好 きなの を着 た らいい さ
。 『手 を

使 って働 く男』 って 、 自分 で 自分 の こ

と決め たんだろ。」

それか ら40分 後 、ふ た りは大 学の講

堂にそ っ と入 って行 った。 総長 が デビ

6

ッ ドの 父 を紹介 してい る とこ ろだった。

デ ビ ッ ドは拍手の 嵐の中 を、祖 父 の先

に立 って、講堂の後 ろの壁 ぎわの空席

まで行 った。 数人 の人た ちが 、老 人の

房 のつ いた コマ ンチ衣裳 を珍 ら しげに

見て いた。デ ビ ッ ドは恥 ずか しか った。

だか ら祖 父 を人前 に連 れ て行 くの は き

らい だったの だ。

デ ビ ッ ドは 、家 で何 回 も練 習 してい

るの を聞いたの で、ス ピー チに は関心

が な く、 もっぱ らジ ェニー を捜 した。

彼女 は家族 と一緒 にすわ ってい た。 そ

れ と中央 席の通 路を隔て て、母 が ジ ョ

ニー とブ レッ ドお じさん には さまれて

す わっていた。 その通 路側 に空席が ふ

たつ あった。 デビ ッ ドと祖 父の席 だっ

た。

突然 、祖 父が ステー ジを指 さ した。

デ ビ ッ ドは祖 父をち らっ と見 て 、す ぐ

父 に視 線 を移 した。

「真 に教育 あ る者 は … … 」父が話 し

て いた。 「教 育 にさ まざ まな形 のあ る

ことを知 って お ります。学 問的 な知識

を望 む人には 、学位 が その答 え とな り

ま しょう。 我 々は我が大学 か ら巣 立つ

知性豊 かな学生諸 君 を喜 び とす る もの

で あ ります。」

デビ ッ ドは 背す じを正 した。 それは

聞 いた ことの なレ、言葉 だ6た 。
「しか しな が ら

、我 々は また別 の知

識 も必要 と してお ります。」低 いがは っ

き りした父の声 だっ た。 「我が文 明社

会 は機械 に依存 してお り、学位 を持つ

人 々 も、鉛管や冷 蔵庫や 自動車 を修理

す る人 を必要 としてお るのです。」

デビ ッ ドは顔 を輝かせ て祖 父 を見 た。

何 と素 晴 らしいこ とだ!

「おのが手 を使 って働 くこ との 中に

は美 と尊 厳が あ ります。」父の話 は続 い

た。 「イ ンデ ィア ンが 土に まみれて働

くおか げで 、我 々 はい もや トマ トや と

うもろ こし、南 京豆 、ア ボカ ド、 その

他 の作 物 を享受 して お ります。 ところ

が 、爪がひび われ 、油に汚 れてい るか

らと、学 問社会 は彼 を さげす むの であ

ります。 しか しその人 がお のが仕事 に

秀 でてい るな ら、我 々は彼 を評価 し、

彼 とその知 識 とに負 うて いるこ とを認

め るべ きで あ ります。 それ な くして、

我 々の文 明は立 ち行 きませ ん。」

「ね え、お じい さん」 デビ ッ ドはさ

さや いた。 「前 の席 に行 って、み んな

と一緒 にな ろ うよ。」

老人は立 ち上 が った。 背 中は もはや

敗北 で曲が っては お らず 、ぴん とまっ

す ぐに、誇 り高 く伸 びて いた。 デ ビ ッ

ドは祖 父の 腕 を取 ろ うとす るの をやめ

て 、通 路へ 足 を踏み 入れ た。 その 日は

彼の 日で もあ るの だ。 か くしゃ くと、

誇 り高 く、助 けな しに歩かせ よう。 そ
る

うって堂 々 と、ふ た りは前 方の空席へ

向 か って歩 いた。 頭 を高 く上 げ 、衆 人

の 注視 を受 け止め なが ら。

デ ビッ ドの父が話 をやめ 、聴衆 も待

っていた。静寂 は 当惑 で はな く、敬意

の それだ った。

ふたつの空席 に 、 まず 老人 をす わ ら

せ 、つ いでデ ビッ ドがす わ り、母 にほ

ほえみか けた。 母 の黒 い瞳 は涙 であふ

れ た。 デビ ッ ドはステー ジ を見上 げた。

父は愛 と誇 りを満面 に 、笑って いた。

それだ けでは なかっ た。何 よ りもう

れ しいこ とが あった。

式が終 わってか ら、 ジェニーが 人 ご

み をか き分 けて 、デ ビッ ドの隣 りに立

ち、 目を見上 げて ほほ えんだ。 それか

ら彼女の両親 が デ ビッ ドの手 を握 り、

ベ ン ・ロン グジャ ンパーが 彼 を 「息子

よ」 と呼 んだ。すべ て を物 語 る言葉 だ

った。
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バー トが言 うには、ホー ムテ ィーチ ングには、大 きな 目

的がふ たつあ ります。 ひ とつ は 、病気 の人 がい ないか 、必

要 な ものはな いか な ど、担 当家族 の実態 を把 握す るこ とで

す。 もうひ とつ は、予言者や 大管長 の代理 として 、福 音の

メ ッセ ー ジを伝 える ことです。

バ ー トの 同僚 は近 くに住ん でお り、家 の前 で待 っていれ

ば車 で迎 えに来 て くれ るこ とになっ てい ます。 現在 、バー

トと同僚 は2家 族 を担 当 して い ます。両 方 とも遠 くに住 ん

で いるため 、車 が必要 なのです。 両方 の家族 とも、他 の用

が ない限 り、毎 月 第一 水曜 日にバ ー トと同僚 が訪 問 して く

れ るの を楽 しみに待 って います。 この よ うに、前 もって時

間 を決 めて お くと、家族 に もホーム テ ィー チャー に も便利

です。
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バ ー トは 、ホーム テ ィーチ ン グの とき、 見苦 しい服装 で行 か ない よ う、特 に気 をつか い ます。 ネ クタイを しめ た り背広

を着 た りす るこ とだけが霊性 のすべ てで ないこ とは知 って いますが 、服装 を整 え るこ とに よ り、 自分 は ホー ムテ ィー チ ン

グを特別 な責任 と考 えてい る、 とい う印象 を訪問家族 に 、与 えるこ とが で きます。
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バ ー トの話 に よる と、 タナー副 管長

は、 よ くワー ト部 の青年 に、福 音 か真

実 てあ るこ とを知 って いるか どうか尋

ね るそ うてす。 この質問 をされ る と、

確か にその こ とをしっか りとまた深 く

考 え るよ うに な ります。

ハ ー トか 言 うには、ホーム テ ィーチ

ン グて タナ ー副管長 の同僚 て ある とい

うこ とは 、素 晴 らしい責任 て もあ るし、

同時 に また 、素晴 らしい機 会 で もあ る

そ うてす 。ハ ー トは、 自分か他 の人々

の模範 にな らなけれ はいけ ない ことを

よ く知 って い ます。

瀕
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ヒ臨犠
艦

タナー副管 長 とバ ー トは 、次に ゲア リー家 を訪問 します。 タナ ー副管

長 と一緒 にホー ムテ ィーチ ン グの経 験 を積 む こ とによ り、バ ー トは これ

まで随分成長 して き ました。聖徒 たち を訪 問 して 、彼 らを祝 福す るとい

う責任 の重要性 を、バ ー トか忘 れ るこ とは決 して ないで し ょう。 自分 か

天 父の 「み た ま」 をその家族 に もた らして いる こ とを知 って いるか らで

す。

「そ は
、わか僕 ら を受 け入 るる もの はわ れ を受 くれ はな り。

また 、われ を受 け入 るる者 はわか 父を受 くるな り。

而 して 、わか父 を受 け入 るる者 は わか父の王 国 を受 くるな り。この故に

わか父の もてるすべ ては彼 に与 え らるべ し。(教 義 と聖 約84:36-38)
馬

io



灘
餐

票埠)・。4つ翠ミ量黛鵠士'つ4つ翠

qミヲ雫川謝畔夕。4つ翠ミ身Ol尊詣(〃×

r淺パ附')謬窮つ寸一凄主1。‡).

γ払へ)一し量2受塁》魁躍畢尊裂o準し
'マ4嬰(

〃(ゴ4辞妾雫Pコ(〃聯当'》コ

動鞍幸翠。4つ準・へ)『藁孝尊剃享1鶉

＼¢γ吾準(い字仏44し4膨章毛14η

」裡障(〃)ア職。.臥)/ソ4し呈㍗へ畢「

曇4畏ア腱毛障)昇禦曝'コ閣掌P実剃」
。4!1季(う呈9コ)41甥4<》

vYT

「。4つ罫A呈ぞ・ヘニ9望4サ弊掌に1{夕甲

寧剛＼4.←準Q望黛ぞコ認つ禦用⊃1弓

嵯コほ砦一Q4つ季q》し留242コq

百雫k〃(ン射畢口∫爆♪4淋'尉裂。4!〕季

つ聖⊃魁孝マo(〃弓聯(ゴ4雌曹寧}推
。4「率毛醐孝寸一些q9>由・1'}

欝
轟舗

藤轟縣鍮
縦

襲漁譲黛

難鎌

巨∴愈'糠欝

ミ癖¥4剃ギ1推黛2り勲。4つ)/ソ吾

準Q(ぎ宰D.営寺導f兇。こγ!1季η9鍵

コlq一嬰(ゴ4η妾》η準粟つ申畢×く

〃。↓ユγ4し》21くレ×丁⊃1等眸目弔

素」。.露準q}し呈←コ宰14r砕/斗
。4「》ぞコ丸(つ4

専魚4尋4尋宰R=管享ヨー染ぞ(44

由φ(∠層ミヲ弊掌D.一丁44r//冷》
。潔コみへ}し9赫零き[爵¥

ω癖講猶曝;1赫'階剴(〃、畢費'(懇字γ

§舟窪2し.焦》季辞老'》つ妾。4!1

)菖導灘(ゴ・字零ぞ(〃聖8宰η身/牙
。4コ)
一〇秘しくへ昂つ鼻4旱ま'割(4いA昂

『Qミ(ン割4ぞコ?勲身Dl嶺申↓》64

?＼44!1準q》つ灘孝く}<ワよ・

〈レ×丁澤ワ吾く)〉呈;割4rキんキ

h響黛
准

暴
.。滋ミ

灘
藤懸忘鮫N団瞠瓢

柑灘蕪織

鷲/融慧 こ謎 榊'講

鷺欝・灘欝

饗ご蝉綴
欝

∫二!鼠[]弩∠コ＼/・囚・f

μ尉蜀

⑦4鐸:孝⊂射

「■ロー一一』{一一皿一



女は 、神殿結婚 がで きるめ どのた たな

い うちは、結婚 しよ つと言 って くれ ま

せ んで した。 ぼ くはそ この とこ ろが ど

うに も理解 で きなか ったん です。」

夏休 みのデー トが4年 も続 きました。
「私 たちは も うお しまいだ と思 い ま

した。 エスペ ンの こ とはお祈 りしてい

ま した し、彼 を とて も愛 してい ま した。

で も、神殿結婚 が大切 な こ とを知 って

い たの で、 どう して もそれ以 外の結婚

は した くなか ったん です。4年 して か

ら、私 は彼 に 『さよな ら』 しま しょう

と言 い ました。 私 は別 の人 たち とデー

トして 、その夏 は一度 もエ スペ ン と会

いませ んで した。

その 同 じ夏に 、私 は母 と一 緒に イギ

リスの神殿へ行 きました。 そ こで私 は

死者の ため のバ プテスマ を受 け ま した。

イギ リスにい る間 、私 はエ スペ ンの名

前 を神殿 の祈 りの名簿 に書 きました。」

彼 もその夏は別 の少女 たち とデー ト

しま したが、ふ さわ しい と感 じる相手

は いませ んで した。

彼 は言 って います。 「セ ッセル にた

まらな く会い た くな りま した。 電話 し

よ うと思 いた ったのは、彼女 が ち ょう

どイギ リスか ら帰 った と きの こ とで し

た。 彼女 にデー トを 申し込 んで 、ぼ く

は教 会の こ とを勉 強す ると約束 しま し

た。

しか しデー トは たった3回 き りで 、

大 学の最終年 度が始 まるの で、イ ギ リ

スに帰 らなければ な りませ ん で した。

学校 は イギ リスの レスターに あ りまし

たが、 そこで宣教 師 と会 いま した。教

会 の住 所 を調べ て 、 どんな様子 か見 に

出 かけ たんです。 ち ょう ど同 じ年頃の

青年 が教会 のそば に立 って いたので 、
『教 会の集会 は何時 に始 ま りますか 』

と尋ね ま した。 す る と彼は ニ コニ コ し

なが ら、 『もうす ぐです よ。一 緒 に行

きま しょう』 と言 って くれ ました。

それか ら宣教 師 のレ ッスン を受 け始

めたの ですが 、セ ッセ ルに は内緒 で し

た。宣教 師に言われ た通 りの ことを し

て、断食 をし、祈 りました。

で も、祈 って も何 の答 え もな い よう

で した。 しか しそれで も、答 えが あ っ

た らそ れに従お うと決意 して、祈 りを

続 け ま した。 す る と、 自分 の答 えが得

られ たんです。教会 が真実 だ とわか り

ま した。」

その とき、セ ッセル も祈 って い まし

た。

「私 には
、エ スペ ンが必 ず教 会 員に

な る とい う確 信 があ りま した。 当時私
巳 『馨

は スウェー デン航 空の スチ ュワー デス

で 、休 暇 を取 って イギ リスへ行 きまし

た。エ スペ ンに会いに行 っ たの です。

『あ した
、バ プテ スマ を受 ける よ』 と

彼 に言 われ た ときの私 の喜 びをお察 し

いた だけ ると思 い ます。」

夢が現実 に なったの です。

セ ッセル とエ スペ ンは、5年 ほ ど交

際 した後 で結婚 しま した。 アム ンゼ ン

姉妹 は 、神 殿結婚 の で きる人 と結 婚 し

た い とい う決心 を強 く守 り抜 いたの で

す。

結婚後 ま もな く、アム ンゼ ン兄弟 は

軍に召集 され ま した。1年 間教 会員 と

して生 活 した後 で 、休 暇の許可 を得 て、

神 殿で結 び 固め を受 け ました。

「私 た ちは本 当に幸せ で した。 主 に

近 い生 活がで きて 、主 か ら 『私 は あな

たがた を知 って いる』 と言われ てい る

よ うな気持 で した。」

ふ た りはオス ロに家 を持 ち、アム ン

ゼ ン兄弟 は織 物の仲 介 を仕事 に しまし

た。そ して1年 して 独立 しま した。

現在 アム ンゼ ン家 には3人 の子供 が

い ます。 彼 らはいつ も「一緒 に家族 で活

動 します。

最 近 にな って、 ノルウ ェー ・オ スロ

伝道 部の ゴス タ ・バー リング伝道 部長

は、アム ンゼ ン兄 弟 をオス ロ第2支 部

の支部 長 に召 しま した。 アム ンゼ ン兄

弟は即座 に その責任 を受 け ました。

彼 は こう言 って い ます。 「迷 うこ と

な ど全 くあ りませ ん で した。祝福 師 の

祝福 で 、あな たは指導 者に な ると言 わ

れたか らです。 で もこの責任が どん な

に重 い ものかわか って いたの で、 どう

した ら召 しが果 たせ るか心 配で した。

しか し妻 と話 をしていて 、神殿 で主 と

交 わ した誓約 を思 い出 したのです。 そ

れで私 は この 召 しを受 け ま した。

私はすべ て を教 会 中心 に考 えて いま

す。神 殿 に入 るたびに新 しいこ とを感

じ、家族一 緒の生 活が 永遠 に続 くこと

を再 認識 します。」

「そ うなんです よ
。」 アム ンゼン姉

妹 が言 い ま した。 「教 会の おかげ で、

私 た ちはお互 いに必要 としてい る もの

を満 たす一 番 よい方 法が何 で あ るか 、

わか りま した。 家族 が一緒 に い るとい

っのは素 晴 らしい こ とです。 私 た ち家

族 は とて も忙 しいですけれ ども、 とて

も幸せ です。」

12
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こや の 中 は 、 まだ ま っ く らだ っ た。 の パ イ プ が お ち て い る。」

「お き ろ
、 キー 」 お じい ち ゃん の 声 キー は 、 こや の 中に とび こん だ。「お

で 、 キ ー は 目 をさ ま した。 そ う して 、 じい ち ゃん!」 と き ど き は う る さ か

ぼ う をつ か ん で 、外 へ とび 出 した。 っ たけ ど、 キー は 、や っ ぱ り、 お じい

山が 、 とお くに か す ん で見 え る。 走 ち ゃん が す きだ っ た ん だ。

れ 、 あ の 山 を 目 ざ して。 草 む らを とび どこへ行 っ ちゃ っ たん だ ろ う。 しん

こ し、 さ くをの りこ え 、 走 って 、 走 っ ぞ うは 、`し ん ぱ い で 、 こ お りつ き そ う

て 、 走 った。 しん ぞ うが 、 とび 出 しそ だ っ た。

うに 、 ドッキ ン 、 ドッキ ン と うっ て い うめ き声 が 聞 こ え る。 キ ー は 、 外へ

る。 とび 出 した。

山が 明 る くな っ て くる。 走 れ 、ぜ ん 「あ っ!お じい ち ゃ ん 。」 お じ い

力 をふ り し ぼ って 、 金 色 の た い よ うの ち ゃ ん は 、 ま るた の 下 じきに な って い

光 が 、 の ぼ って くる。 あ あ っ 、 日の 出 た ん だ 。「ま って 、今 たす け て あ げ る。」

だ!力 い っ ぱ い 、 どけ よ う と し た 。 で も、

赤 い いわ に 、 さ っ と光 が さ した。 だ め だ っ た。

キ ー は ＼ ス ピー ドをお と し、 そ こ の 、 「キ ー 、ホ ス チ ンの と こ ろへ行 って 、

地 面 に 、ぼ う をつ きさ した。 き ょ うは

こ こ まで 走 っ た ん だ。

キ ー は 、 お じい ち ゃ ん の こ とば を 、

思 い 出 した。 「ま い朝 、 た い よ うに む

か って 、走 るん じゃ 、力 い っ ぱ い に な。

今 に 、 山の ふ も.と ま で行 け る よ うに な

る わ い 。 そ う した ら一 人 前 じゃ。」

まい朝 、 まい朝 、 キ ー は走 っ た。

山は 、 まだ まだ とお くに あ った。 キ

ー は思 っ た
。 「山の ふ も と まで な ん て

行 け っ こ な いや 。 お じい ち ゃ ん の 、ば

かや ろ う!あ し た は 、 て き と う な と
お 話:コ リー ン ・ヘ ル キ ス ト

こ ろ で 、や め ち ゃお う。」
え:ニ ー ナ ・グ ロ ー バ ー

キー は 、 こや へ か え っ て い った。

「?∴ … へ ん だ な
。 な ん だ か 、 む な

走 れ 、た いよ う に
さわ ぎがす る。 こやか ら、けむ りが 出

ていない…….あ れ っ 、お じい ちゃん む か っ て

14
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小さな

お友だちへ

⑳ ●

●

ブラウン長老のお孫 さんた ちは、

ブラウン長老について、こんなふ う

に語 って くれ ました。
「わた しが9さ い くらいの とき、

お じいちゃんは、 よ く大 きないすに

す わって いました。 わた しは後 ろに

立 って、その きれいなかみの毛 をと

か したもので した。お じいち ゃんは、

されるままにな ってい ました。 まん

中か ら分けて、いろんなふ うに、後

ろに とか した り、横分 けに して流行

のか たちに した り、顔 の前 にた らし

た りしました。 お じいちゃんは、 と

て もが まん強 くて 、いつ もわた しの

うで が 、 先 につ か れて しまい まし

た。」
「お じいちゃんの思 い出 とい うと

、

自分 で作 って聞かせ て くれた、お も

しろいお話です。 わた したちは、お

じいちゃんの足 もとにす わって、耳

をか たむけ ました。 たいてい、長へ

んの科学ぼ うけん物語 で した。物語

の中には 、いつ も妹 とわた しが出て

きました。

こんな物語 を作 って くれたんです

よ。 わたした ちは、 自動 車で さば く

の中を走 ってい くうちに、地面 にあ

いている大 きなあな を見つ け ました。

あなのお くには、いろいろな宝石や 、

す ば らしい宝物があ りました。 それ

か ら食べ物 も、た くさんあ りました。

あなのそこでは、湯 がにえ くりかえ

っていま し'たが、幸運に もボー トを

見つ けることがで きました。 ボー ト

にのれば 、あつい湯 に さわ らな くて

す み ます。わた したちは、みんなボ
ー トにの って

、川 を下 って行 きまし

た。 こ ういう物語 の中では、たいて

いいつ も、1度 か2度 、 きょ人か何

か 、おもしろい ものに会 い ました。

そ して 、お じい ちゃん と、妹 とわた

しは、たいていいつ も戦 って勝ちま

した。わた した ちは、この ようなお

もしろい物語 を何時 間 も聞 いた もの

で した。 その ころ家 には、テ レビは

備
r

壽

これ は 、ジ ョ リー ン ・ミア デ

イス が 、 ヒュ ー ・B・ ブ ラ ウ ン

長 老(十 二 しと)と 、そ の 孫た

ち に会 った とさ の お 話です 。

あ りませ んで したが、テ レビなんか、

い らない くらいで した。

お じいちゃんは いつ も、ひ じかけ

いす にす わって 、ランプの光で本 を

読 んでい ました。お じいちゃんのす

きな予言者 はニー ファイで した。 そ

して、いつ もニー ファイの よ うに生

きたい、ニー ファイの ようにな りた

い と言っていま した。」

ブラウン長 老 と会 った とき、わた

しは、少年時代の こ とを話 して くだ

さい、 とたのみ ま した。 その話 は、

とて もユ ーモラスで した。
「子 どもの ころ、兄のバ ドとわた

しは、お もしろいことを、た くさん

しました。バ ドはわた しをか らかっ

た り、だ ました りす るのがす きで し

た。 ある 日わた したちは、あなの中

のイタチ を、つか まえようとしてい

ました。 シャベル を使 って、ほ り出

そ うとしま した。で も、だめで した。

バ ドは、 「あなに手 をつ っこんで ご

らんよ。つかんで 、ひ っぱ り出せ る

か もしれ ないよ」 と言 いました。 わ

た しは、それ を信 用 して、で きるだ

け深 く、手 をつ っこみ ました。 イ タ

チは、イヤ とい うほ ど指 にがみつき、

指 がち ぎれ そ うにな りました。 それ

か らとい うもの 、バ ドが何 か をしよ

うとす るたびに 、用心 す るようにな

りました。

子 どものころ、兄はいつ もわた し

をい じめ ました。 で も一度 、 し返 し

をしてや ったこ とがあ ります。 わた

したちは当時 、なや の地 下室 でねて

い ました。バ ドは、おばけの本 を読

んでい ました。 あ る日わた しは、 よ

い ことを思 いつ きました。 い とこに

古いシーツ をか ぶって もらって、バ

ドをお どかそ うとい うのです。 い と

こは、バ ドが帰 って くる前に 、なや

の地下室 にか くれてい ました。 そ し

て 、わた しは外に いて 、 じっと目を

こらして 、まってい ました。思 った

とお り、バ ドは帰 って来て 、なやの

戸 口か ら中へ 入 り、地 下室へお りて

行 きま した。 バ ドは、 い とこのすが

たを見 る と、さけび'声をあげ て、な

やか らとび出し、一 目さんに走 って

行 き ました。 それか らしば らくの間

バ ドはそこでねむ りませ んで した。」

ブラウン長老 は、馬 につ いてのす

ば らしいけ いけん を話 して くれ ま し

た。 ブラウン長 老 はカナ ダの きへ い

たいで働 いて いたので 、馬を とて も

大事 に していま した。
「わた しは

、そのあた りで一番 よ

い馬をさが していま した。 馬が す

きで、いつ もせ わ をしてい ました。

わた しはつ いに 、 よい馬 を見つ け、

た くさんお金 をは らって手 にいれま

した。 そ して、す ぐに馬の調教 の う

まい、 きしゅをや といま した。かれ

は、わた しの 馬であるスチームボー

トを、よ くくんれ ん して くれ ました。

そ して間 もな く、スチー ムボー トは、

見 かけだけではな く、の りごこちの

点で も、カナ ダの きへ いたいの中で
一番 よい馬にな りました。 「ねころ

べ 」 とか 「ころがれ」 とか 「来い」

とか、め いれ いす る と、す ぐそ うす

るのです。 わた しは、 とて もまんぞ

くで した。

わた したちは、そのこ ろカー ドス

トンにい ました。 スチームボー トと

is



61

「。4つ準毛1誉母マ量写n49'撃

ひ㌔。4つ罫へ呈←2コ樟製':》

りを04コ準【へ).し毛,雪《⊃,⊆そくへ(皆
'劇(〃〉(ゴ津n'割Y(〃⊃(〃》畔q

日・へつミξ'昂勲しo'4しそ尋由・
04コ季轟アぞ匹4喜準【ハかりし(容へ

Dに凄'準§彰辞』劉つ鐸9'撃(ン

q).つ妾'婁ぞ(払A)!1⊆2'γ払
。4つ準η〉)

.つ嬰曳孝ぞ⊃?η

臼辞黛(ン【盤4季§誘辞⑦韮'つ・4つ
'ぞ=
【へ毒q=,コ老劉舟'(拠)γ〕F淳

つ49k寧唾}。4つ翠塁身;193γ

ユvxr【吉髪罪n49曳罷4由胆ン

『oア皐羊q=:1

ココ＼へ騨1』04つ羊η〉)窯最

←⊇。〉享'ぞ〉囲孝単(〃つ49宰1魯
04年2

.Q昂ぞ(〃・謡》(〃つ諏9'宇1・ぎ

》(〃1野。4つ季.←1・字、o甲ぞ『乙(Σu
'γ喜舟εF

』')項準§1尋目'ぞ?

官孝(圏(〔黙へqζコ〕製'(≧コ丸A§寸/」
。享準Q49>黙4η老'(ゴ

・字嬰(〃

駅。4り季η:〉).り呈呈尋ぞ=)⊇ハへ}

し射孝!14(ぎ撃(ン・へ'}11老ぞコ9

・へぞ・字匝:¥2雲1り2遅Q↓倖'寧駐雪

/(44。乙⑫(宰払こ〉(豪コ(〃…F'4季

「o.臥3

⑦4し・字身婁弘宰1ぞコ?η幸9'畢

(4三γ箪q早。潔!ユ準婆二')!19準

る)←コ具⑦劉㌦ミ身}しY⊃坤(∠)

習・「/劉寧1つ4go4「季〔於4丁鐸寧1
'⊃19ア4丁匹γ茸'割一ムー壬×

。4コ戦oぞ1§料つ49『一ムー一女

x』。鐸つ準毛1σ百尋(〃⑫燃4臼詳

箪身Qq臼(〃つ49')(ンq準⊃1中

⑦を'⊃1(4←>q}暫そし誰。4コ

季η(孝老§⊃1晋濠雪・r/笛'葵ぞ4(ン

身コ×1【禽渥)重宙(〃凋γ.〉'罷毒

1」。4つ準q昇雫1寡誉く4ユζ。乙
。9アり3ぞ24し〉辞畢日i鋤A身

9羊し'詳q(弥へ誉⊃糧!ソ3'(外4

r一一一

}し身〉昂覧へ§4ヨー懇マー壬×箪⑦

つ認9'辺量(〃つ49'写n49

『。詳.←1詳り老

。9窪(醤犀否。潔し具畢`γ詳畔'寧1

》巽』。4つ準q呈')一し身⊃恒吾

つ4'1ぞ(ン婁'写俘}:¥一4一客4
。4つ季

・へ呈魅4身0秘2「。喜).γ訟0量

⑦「49'oコ劃(〃コ49'寧溜(〃

コoア.臥)γ詳9アq」。4つ獅A

季つ)η(》ぞ⊃1勲し(ぎ曳宰n49
「/4し菖」

。認つ
、).γρ!鐸【へ

豊秘)ぞ割穿老「。礎車ユ4耐009(ぎ

準」04「罫へ呈}6象し(〃γ詳9

fq冷つ4qで。4コ罫へ留拡!ω

メ嚇期

ギ椰

∴
藩

。
お
島

脚
藤

ζ

耀齢、

霧般

疇

心
・ ζ

臨

、

9・へ:》し呈尋γ耳9アq'割珊¥
「o畔・4管摯

魂)(ゴ〉・㌔04!1準畔喜4⊃n4(孝

㌧ぞ⑫Q窪'}》⊃.(ン(汐「47宰1享多:¥

「。ア

↓3・恒へ」。4コ準マ4コ凋コ4(孝
04「碁へ呈ギ・4・へ身マ臼撃)・吾臼

ω'寧1享}:¥04つ季一≧42宰n4(審

P:f.到ユ蟹・へqQ訟oぞツマ」

「Oeに耗を?・へ)一し皐鐸野へ・㌔

04∩獅へ呈9=＼唇孝呈孝ぞコ(〃

老僻書'宰剛¥。4つ3(浮49菖孝

劉qア'ω生「吏参k。4つ季来)一しむ

4季}¥一4一#4'⊃胆(∠)(44つ4

9(ゴ・4ズレご髪4・'ぞコ(〃日?(ぎ4

「:=享右ε'Z>コ巌'⊃ぱ∩し・へ

錘



麟 、

蟹
慧

謳
,
壷　ヨ
モ　

欝
藍

まつじつのしんでんクイズ
ビ ッキ ー ・H・ バ ッ ジ

テ ンプル とい うこ とばは 、 ラテ ン

、語 の テ ンプル ムか ら出 た こ とば で 、

主 の 家 とい ういみ です 。 まつ じつせ

讐 い とは 、主 の み わ ざの ため に しん で

ん をた て る よ うに と、 いつ も強 く教

愚 え られ て きま した。ヒン トを読 ん で 、

しん で んの 名前 を書 い て くだ さい。

下 にあ る もの の 中か ら、 え らび ま し

ょ う。

黙1.こ の しん でん は 、開 た く者 や

鑑

その しそん が た て ま した。1893年 、

この しんで ん が 、け ん ど うされ る ま

でに 、3つ の しん で んが 、か んせ い

しま した。

しん でん

2.ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス大 か ん

長 は、15さ い の とき、 この島 に で ん

ど うに来 ま した。1915年 に は、大 か'

ん長 として 、 この しん で ん を 、け ん

ど うし ま した。

しん でん

3.カ ナ ダの開 た く者 た ちが た て

た 、 しんで ん です。1923年 、 ピー六
一 ・J・ グ ラ ン トがけ ん ど うし ま し

た。

しん でん

4.さ ば くの 中の しん で んで 、 レ

ーマ ン人の た めの しん でん と して も

ゆ うめ い です。1927年 、 ヒー バ ー ・

J・ グラ ン ト大 か ん長 が 、け ん ど う

しま した。

しん でん

5.ヨ ー ロ ッパ で さい し ょの 、 し

ん でん です。1955年9月15日 、デ ビ

ッ ド ・0・ マ ッケ イ大 か ん長 が 、 け

ん ど うしまし た。

肇

しんで ん

6.ポ リネ シアのせ い とた ちの た

め の 、 しん でん です。1958年 に 、マ

ッケ イ大か ん 長が 、けん ど うし ま し

た。

しん で ん

7.ヨ ー ロッパ で2ば ん 目の しん

でん です。

しん で ん

8.さ い きん 、ア メ リカの 東部 に

たて られ た しん で んで す。

しん でん

9.ア ジアで 、 は じめ て の しん で

ん です。

しん でん

10.そ のほ か の しん で ん です。

マ しん でん

ロ しん でん

セ.し ん で ん.

ア.し ん でん

ロ しん で ん

・オ しん で ん

オ しん でん

プ しん でん

ズ___し ん でん

ソ ル トレー ク 、 ス イ ス 、 ア イ ダ フ ォ

ー ル ズ
、 ロ ー ガ ン 、 ア リ ゾナ 、 プ ロ

ボ 、 トウ キ・ヨ ウ 、 オ グ デ ン 、 ワ シ ン

トン 、 ロ ン ドン 、 セ ン ト ジ ョー ジ 、

マ ン タ イ 、 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド、ハ ワ

イ 、 ア ル バ ー タ 、 ロサ ン ゼ ル ス 、 オ

ー ク ラ ン ド、 ブ ラ ジ ル
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私は本 に熱中 して いたの で、降 りる まで 、隣 りの乗客 を

ち らっ とも見なか った。家 が近 くな って私 が本 を』閉 じる と、

隣 りの婦 人が言 った。「その方 は立派 な方 で したか?」 私 は

び っ くりして、不 審げ に聞 き返 した。「だれの こ とですか?」

「あなたが読 んで おいでの
、 ジ ョセブ ・ス ミスです。」 咋

「彼 は本 当に偉大 な人物 で した
。神 の予言者 です。」

「イエ ス ・キ リス トの よ うに?
」

「いえ
、そ うじゃあ りませ ん。 で もキ リス トの僕 の 中で

も最 も偉大 な人物の ひ と りです6」

その うちに私 の降 りる停 留所 が来 て、彼女が それか ら ど

こ まで乗 って行 っ たか知 らず じまいだった。

バスが発車 した ときに窓 こ しに その婦 人と目が合 い、あの

ときの彼女 の もっと知 りたそ うな様子 は 、思 い出す たびに ど

うして彼女 の停 留所 まで乗 っ.て行 か なか っ たか と悔や まれ

てな らない。 あれか らバ スに乗 るた びに彼女 はいないか と

捜 してみ るが 、い まだに会 えないで いる。

ゆ っ くりと、私は経験 に よって成長 した。 あるいは登 り

坂、あ るいは下 り坂 と、 しか しそれが主 のみ業 であ るこ と

は一 度 も疑 いは しなか った。そ して1969年 の8月 のあ る 日、

私 は、主の み業 を手伝 いた い と思 う者 に助 けの あ ることを

知 った。

週 のほ とん どを昼休 みは事務所 で過 ご して いた私 は、 そ

の 日もデス クに足 を乗せ て 、本 をめ くりなが らサ ン ドイッ

チ をば くつ いていた。 しか しその 日に限 って 、何か もや も

や とした不安 がつ きま とい 、ゆ ううつ で落 ち着か なかっ た。

私は そんな気 持で 、消化 に よ くな いだろ うにサ ン ドイ ッ

チ をさっさ と口に押 し込 んで 、気 晴 ら しに ブライ トンの町

へ 出てみ た。

私 は しば ら く町 をぶ らぶ らと、 シ ョー ウィ ン ドー をの ぞ

きなが ら通 りに沿 って歩 き、本 屋に 入 って立 ち読 み を した

りしたが 、それで も気 持 は晴れ な いの で さらに散 歩 を続け

た。

それか ら私 は 、か ねて 出入 りの 、地 下が安売 り専用 にな

ってい る古本 屋の前 に来た。(安売 りとな る と目が ない私 は 、

おか げで よ く金欠病 にな るの で、 ここ何 ヵ月 も店に ご無沙

汰 してい た)

私 は店 に入 って 、安 売 りの地 下へ 下 りて行 っ た。 人かげ

は まば らだった。 私 は手頃 な掘 出 し物 の本 を 目当てに棚 を

拾 い読 み してい ったが 、 さて本 を捜 そ うと した ときに階段

に靴音 が聞 こえて 、黒 服に 白い詰め カラーの牧 師がふ た り、

地 下へ 下 りて 来て棚か ら本 を捜 し始め た。

私 は彼 らにち ょっ と注意 をひかれ たが 、彼 らは私 を格 別

気 に留め なか った。

そ うす る うちに 、ひ と りが もうひ とりの方 を振 り返 って

言 った。「モルモ ン経 を1冊 、ぜ ひ欲 しい と思 って るんです

がね え。」

私 の耳は ピ ンとそば だち、心 臓が高鳴 り始め た。

も うひ とりの牧師が ぶっ き らぼ うに言 っ た。「あな たは実

に物好 きだ なあ。 サザ ンプ トンの私 た ちの近 くにモル モン

の教会 が新 し く建 ったが 、 まだ集 会に は行 って みた こ とが

あ りませ ん よ。 ブ レ ッ ド、 いず れに して も、私 は長 居 で き

な いんで。1時 にベ テ ィー と会 う約 束 なんです。 あ なた と

またお会 いで きるのは来年 に な りますね。」

「そ うですね
。」ブレ ッ ドと呼 ばれた牧師 が言 った。「じゃ、

お元気 で!」 ひ と りが 深靴 をばたば た させ て階段 を登 って

行 き、ブ レッ ドとい う牧 師 は また立 ち読み を始め た。
嶋
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七十人最 高評議員会会長

日 一 レ ン ・C・ ダ ン

愛 す る兄弟姉妹 の皆 さん、 ここ数 ヵ

月、スペ ンサ ー ・W・ キンボー ル大管

長 は私 た ち教 会貝 に、神 の他 の子 らに

手 を差 し伸 べ る よう勧告 して こ られた。

私 た ちはふ たつ の面 で、歩み を早め

るように求め られて いる。 第一 は、全

教会 員が 自分 の光 を輝かせ 、 その模 範

によって イエ ス ・キ リス トの福 音 を人

々に知 らせ る ようにす るこ とで あ る。 』

主 は教義 と聖約 の 中で私 たちに言 って

お られ る。

伝道で犠牲を

払った人々への献辞

「われ、再び汝らに告 げて一つの誠

命を与う。汝ら長老、祭 司、教師また

会貝に至るまで、あらゆる人々精力を

尽 しその手の働 きを尽 して為すべ きこ

とを為 し、わが命 じたることを準備 し

且つ これを為 し遂 ぐべ し。また汝らは

すべて温和に してへ りくだり、皆こと

ごとくの人その隣人にとりて警めの声

となる教 えを説 くべ し。」(教義 と聖約

38:40,41)

教会の全家族は、非教会員の家族 と

24
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イエス ・キ リス トの福音がサモアの

地に確立され るにあたっては、それに

ふさわしい代価が払われたのである。

その代価の多くが幼い子供たちによる

ものであったことは注目に値する。サ

モアのあの小 さな墓地 と同じような墓

が、世界各国にた くさん人知れず立 っ

ているのではないだろうか。それは、

この神権時代の伝道の初期にあった試

練 と苦難の もの言わぬ証人である。

生活水準の向上 と医療技術の進歩に

より、この種の試練はほ とんど過去の

もの となっている。サ モアでは現在宣

教師は皆健康 である。医療奉仕宣教師

もお り、その中にはふた りの子を持つ

若夫婦がいて、教会貝の衛生水準の向

灘

上や、必要 とあれば宣教師の健康にま

で援助 を与えている。

現代の犠牲は、大半が時間 と金銭の

犠牲である。立派な青年の2年 間の犠

牲が、主の大義 を推進 している。 また、

み業 を興そうと命を捧げた人もいる。

しか し主は今 日、み業を.世界に推 し進

めるために、私たちにいくらかの時間

と財産 を犠牲にすることを求めておら

れるだけである。

第二次世 界大戦の終戦が近い頃の話

である。ある夜、連合軍側の一将校が

軍を査閲す るために前線へ出向いた。

彼は歩 きながら、無人地帯 を指さして

は、 「君らには彼 らが見えるか。彼 ら

が見えるか」 と問いかけた。

イ ンフォメーション ・セ ンタ ーの窓

を通 して神殿 をのぞむ

識
餅

嚢

熱

・

翻
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灘

轟

叢
鑑
騨

諜
聴

鞍

翻

26

間 も な くして ひ と りが 聞い た。 「将

校殿 、何 も見え ませ ん。 どうい うこ と

なのですか。」 将校 は こ う答 えた。「君

らには見 えないのか。戦 友 た ちだ。 き

ょう、 きの う、 それ にお ととい死 んで

いった仲 間たちだ。 あそ こに ちゃん と

いる。 君 らを見て い る。 君 らは何 を し

よ うとしているのか 、 自分 の死は無 駄

で はなか ったのか と。」

愛 す る兄弟姉妹 の皆 さん 、私 た ちは

この教会 の会員 として、 同 じこ とが言

え る。「あな た方 には彼 らが見 え るか」

と。彼 らとは 、この末 の時代 に王 国の

福 音 を打 ち建 て よう として 、多 くの犠

牲 を払 い、命 まで も捧 げ た人 々の こ と

であ る。それは ヒル トン家 の人 であ り、

ロバー ツ家の人 であ り、スチ ーブ ンス

家の人 、ムー デ ィー家 の人 、さ らに そ

の他 多 くの人 々であ る。 あな た方や 私

と同様 、神 の召 しに応 えた人 々の こと

であ る。 彼 らは、み業が ど う進 んで い

るか 、残 した霊 的 な遺産 を私 た ちが ど

うして い るか。 自分 の死 は無駄 ではな

か っ たか と、折 々に私た ち を見下 ろし

てい るに違 い ない。

若 い男性 の皆 さんに問 いた い。 イエ

ス ・キ リス トの福 音 の ため に 、子供 を

3人 まで も人里離 れた寂 しい墓地 に埋

め たあの若 い父親 に、あ なた方は 車 を

買いた い、ステ レオが欲 しい、 あるい

は学 業 を中断 す るの はいや だな どとい

う理 由 を掲 げてお いて、伝道 の犠牲 が

大 きす ぎる と言 えるだろ うか。

私 た ちは教会 貝 として 、ただ忙 しす

ぎるか ら、あ るい はち ょっ と恥 ずか し

いか ら福 音 を隣 人 に紹 介で きない と、

だれか に語 っては いないだ ろ うか。・そ

の相手 は 、伝 道 中に新妻 を亡 くし、主

へ の奉仕 が終 わ るまで幼い娘 を親 族の

手に託 した若 い父親 であ るか もしれ な

い 。

今 は予 言者の声 に耳 を傾 け る時 では

ない だろ うか。歩 み を早め る時 ではな

いだ ろ うか。 王国 の福 音 を世 の 人々に 、

隣 人に教 え る時 ではな いだ ろ うか。 イ

エス ・キ リス トの み名に よって 申 し上

げる。 ア ー メン。
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1853年7月9日 付 の大管長会 発行 の一般書 簡には 、こ こ

で問題 になって いるこ とに関連 して 、極 め て啓発的 な声 明

が含 まれ てい る。それ を紹介 しよ う。

「モル モン経 を
、天 の下の あ らゆ る国語 、言語 に翻訳 し、

それ を出版 しな さい。 これ を神 が機会 を与 え られ るが まま

に行 な いなさい。今 この時か ら、異 言の賜 と、その賜 に よ

る翻訳は 、イス ラエ ルの長老 た ちに一 層 明 らかにな るであ

ろ う。 その結果 、いか な る国家 も、王 国 も、民族 も、氏族

も、地 上 で神 のみ言葉 の行 きわた らない ところが な くな る

であ ろ う。」

この奇 し き賜 に よってのみ神 の 目的は成就 す る、 とい う

こ とで 、この解 答 を結べ な いであ ろうか。現 在 は、 よろず

の ものが回復 され る神権 時代 であ る。 「汝 らす なわ ち十二

使徒会 、お よび汝 ら と共 に汝 らの助 言者 お よび指 導者 とし

て任命 を受け た る者 たち、す なわ ち大 管長会 員に この神権

の権能 末の世 に これ を最 後に附 与せ らる。「而 して、 この末

の世 に時満 ちた る神 権の 時代 存 す るな り。」(教義 と聖 約112

30)

全 世 界に福 音 の真理 を宣 べ伝 え るに際 して 、神 のみ力 に

よるこの賜の 回復 が なか ったな らば 、そのみ業 がいかに 困

難 な ものに なってい たか 、考 えてみて いただ きたい。 イエ

スは、 よろずの ものが 回復 され る こ とを明 らか にす るため

に 、次 の よ うに言われ た。 「確 か に 、エ リヤが きて、万事 ・

を元 どお りに改め るで あろ う。」(マ タイ:17:11)回 復 の

必要 な ものが数 多 くあったが、 異言の賜 もその ひ とつで あ

る。 そ して 、教義 と聖約 を読 め ばわか る ように、それは実

際 回復 され た。 主は ここで、数 々の賜 を列挙 してお られ 、

その中に、前述 の賜 も含 まれて い るの であ る。(教 義 と聖

約46:24)

これから申し上げることは、私たちにな じみの深い様々

な物語ほど劇的な ものではないか もしれない。全体か ら見

てほんの一面ではあるが、教会で翻訳活動に身近に接 して

いる私たちにとっては、大 きな証拠 となるものである。それ

は、主がこの賜を持つ人々を、必要な所で、必要な時にそ

の任 に就けておられることである。

330万 の教会員が、228ヵ 国、3,000種類以上の言語や国語

を話す。約37億 人の中に混じって、世界中に散っているこ

とを考えてみていただきたい。人類に永遠の救いをもたら

す福音の回復の 目的は、一体、 どのようにして成就するの

であろうか。主が、この異言の賜を持つ人々.を世 界の各地

に配置 し、そこでそのような人々が主のみ手の器 となって

は じめて、可能になるのである。そして、母国に住む人々

も、職業上の理由で一時的にせ よ恒久的にせよ母国語 とは.

異なる言語を話す国に住みついた人々も、地上に神の王国

を建築するためのみ業に深 くかかわっているのである。

これは、その人々が祝福 されて、異言の賜 を持っているか

らにほかならない。

ジ ョ ン ・E・ カ ー

配送翻訳部長

「考古学上の発掘品の中に
、

モルモ ン経 の記録 を実証する

ものがあるで しょうか」

解 答者 チェスマン兄弟

モルモン経の書かれた目的は、それに登場する民の完全 な

歴史記録を再現することにあるのではない。モルモン、モ

ロナイ、ニーファイという3人 の主要著者が、霊的な面め

記録を要約 し、その中で、非常に長期間に及ぶ記録に継続

性 を持たせるため、必要最低限の歴史的な史料 を挿入した

ものである。それゆえ、外的な証拠があったとして も、そ

れは主に、その経典が歴史に基づいていることを示す・もの

として重要 なだけであって、霊的なメッセージにとっては

それほど重要ではない。記録には霊的な教訓が数々含 まれ

ているため、読む側 としては、記録の正当性を立証す るた

めに霊的な経験 をする必要がある。 その証を持つための方

法は、モルモン経のモロナイ10:4-5に 書かれている。

結局、モルモン経の立証は、霊的な領域に属するものであ

って、考古学的な研究によるのではないのである。

確かに証は、この記録 を祈 りの気持をもって研究 して初

めて得 られるものであるが、モルモン経 を立証す る外的な

証拠も数多 くある。 また、もうひとつ心に留めておかなけ

ればな らないことがある。それは、モルモン経には、アメ

リカ大陸の 「全」住民の記録を書 き残 した、 とは書かれて

いないことである。アメリカに渡来 した 「3」民族の霊的
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新春特別誌上座談会

"あ な たの信仰 生 活 に と
って 、

「聖徒 の道 」 とは何 か"

「聖徒 の道 」愛読者 と語 る

O 0

「聖徒 の道」 は
、1968年3月 に国際機i関誌 として創刊以

来、教会 員や教会外の一般め方 々に多 くの励 ましや導きを

与えてきました。 このたび、当編集部 では、全国の愛読者

の中から6名 の兄弟姉妹 にお集 ま り願い、日頃1「聖徒 の道」'

に対 して抱 いてお られる感想やそれにまつわる経験 、証詞

等をきたんな く話 していたださま した。

0 0

出 席 者

日本神戸伝道部徳島支部

日本仙台伝道部仙台支部

日本札幌伝道部札幌支部

浅田 章子

阿部 順夫

片桐 秀子

日本名古屋伝道部岐阜支部 後 藤 康夫

日本東京伝道部高崎支部

日本福岡伝道部普天間支部

阪本 真一

比嘉 邦子

司 会 「聖徒の道」編集部

(出席者名五十音順)

司 会 お忙 しい ところ をお集 ま りいただ き、 あ りが と う

ござい ます。 きょうは、 「聖徒 の道」 を皆 さんが ど

の よ うに読 まれて いるのかお伺 い したい とい う気持

か ら、お集 まり願 い ま した。 さっそ くですが 、阿部

兄弟 は、いつ ご ろか ら読 んで い らっ しゃい ますか。

阿 部 そ うです ねえ。求 道者 の頃か

ら読 ん でい ました。 昭和28年 で

すか ら… …22年 前 に な りますか。

当時は まだ 「聖 徒 の道」 とい う

雑誌 は な くて 、 「L.D.S.

メ ッセ ンジャー 」 とい う新 聞だ

ったん です よ。 ご存知 ですか。

司 会 そ うします と、国際機 関誌発行 以前 か らの愛読者

で い らっしゃ るわけ です ね。

阿 部 そ うい うこ とに な りますね。

司 会 片桐姉妹 はいかが です か。

片 桐 ええ、1959年 に 改宗 しま したが 、その頃か らず っ

と読 ませ て いただ いてい ます。 私の改 宗 当時 、 「聖

徒 の道 」がす でに あったか どうか 、 ち ょっ と忘 れて

しまって い ましたけ れ ど… …あ ったんです ね。
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阿 部 今 、建 築宣教 師だか ら、なお さらで しょ う。

後 藤 そ うなんです。 長 老 と呼ば れ るたびに、 その 言葉

の重 みが感 じられ るん です。 ……(沈 黙)主 は私

の よ うな小 さな者 に も、 この 天国 と地上 を結ぶ 力 を

与 えて下 さってい るんですね。 主の期待 と愛 、そ し

て私 た ちの使命 を感 じま した。

比 嘉 使 命 と言 えば、ハ ロル ド・'B・ リー 大管長 の 「女

性 であ るこ とを誇 りに しなさい」 とい うお話 は よか

ったわ。

浅 田 私 は 「聖典 の中か ら答え を見

つけなさい」 という記事ですね。

あの記事から、1年 半にわたっ

て悩んでいた問題 を解決する素

晴らしいア ドバ イスを得たんで

す。大げ さか も知れないけれど

私はあのときから生まれ変わっ

たような気が しているんですよ。

阪 本 決 して大 げ さじゃない と思 うな。 「相反す る原則」

とい う記事が あっ たで し ょう。 あの記事 は僕 の大 き

な疑 問 を、見事 に解決 して くれ たんです よ。

浅 田 そ うい う経 験 って、あ ります よね。

阪 本 悩 んで いる ときに、友 だちか ら勧 め られ た記 事 を

読 んだ ら、そ こに解決 法が あ った りね。時 には、僕

の心 を見抜 いてい る ようにズバ リと書 いてあって 、

恥 ずか し くな って 、悔 い改め た い と強 く思 い ます よ。

……それか ら
、僕 はロー カルニ ュースが好 きですね。

兄弟 姉妹 の証 は本 当に いいですね。

片 桐 や は り、そ うです か。私 の友 だ ちもそ う言 って ま,

す よ。 ローカルニ ュース のペ ー ジの改宗 された方 々

の体 験が一 番感動 的で 、教 え られ る こと も多いって。

阪 本 そ うです よ。 それ まで の生 活か ら新 し く生 まれ変

わるの には、大 きな困難 があ るで し ょう。勇気 もい る

し。 そ うい う改宗 談 は、同 じような問題 にぶつか っ

て いる人々へ の励 ま しに なる と思 うんです。

司 会 そ うで しょ うね。

後 藤 そ う言えば 、僕 もまず 開 くとこ ろはローカルのペ

ー ジだな。

比 嘉 私 も、 とって も楽 しみ に して読 んで い ます。

後 藤 あのペ ー ジを読 んで い ると、あ あ、こ こに も主 の

ため に働 く仲 間が いた んだ 、なんて思 うときが あ り

ますね。

ロー カ ル ペ ー ジ に ほ しい 内容

司 会 期せずして、ローカルのページが話題にな りまし

たねd紙 面の都合で、余 り多くを載せることはでき

ませ んが、ご意見、ご希望 をお聞かせ ください。

後 藤 やはり同国人の体験談や証はいいですねえ。何か

直接 ピンと来るところがあって。

阪 本 私たち自身の証 も強め られますね。
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浅 田 で も、ステ ーキ部の会 員の記事 が 多い よ うな気 が

しませ んか。 もっ と地方 に住 んで い らっしゃ る兄弟

姉妹 の証 や教会 の様子 を知 りたいです ね。

阿 部 昔 はバ プテスマ情報や 支部紹 介 もあ りま したね。

ああい うの も楽 しみ だった なあ。昔 は ロー カルが大

半 だった。

後 藤 そ うで しょう。 この間 、十何 年か前 の 「聖徒の道 」

を読む機 会 が あっ たん ですけ ど、お もしろか ったで

すね。知 ってい る人 の ことがた くさん 出て いて。

片 桐 そ う、以前 はそ うで したね。 教会が 発展 して 、組

織が分 かれて い くにつ れ 、会 員の交 流 も少 な くなる

のか な と思 うと、 ち ょっ と寂 しい気 が します ね。

後 藤 今 、 日本 に住 んで い る聖 徒 た ちが どんな活動 をし

て いるか 、教会 が どんな発展 を してい るの かがわか

る といい な。 それか ら、今 どこで新 しい教 会堂が建

られてい るか とか ……。

阿 部 そ うです よ。最 近旅行 して感 じるのは 、他 の伝道

部や ステー キ部 に行 くと、 どこに 支部 が あ るのや ら

わか らな い とい うこ となん です よ。昔 は支部 の所在

地 が 「聖 徒の 道」 に載 って い ま したか ら、す ぐわか

りま した。

片 桐 今 は、 それ だけ ワー ド部 、支部 の数 も増 えた 、と

い うことか しら。

司 会 そ うです ね。

比 嘉 一 度各伝道 部か地方 部 ご との特集 の よ うな もの を、

なさった らいかが で しょ。うか。 それ ぞれ の地 方の特

色や実 情が よ くわか ると思 うん ですけれ ど。

片 桐 それは いいわ。 日本各地 の活動や 発展 の様子 を知

りたいです ものね。

浅 田 外国で暮 らして いる 日本人 の証 なんか も。

片 桐 そ うね。

阿 『部 トピ ックニ ュー スや 人物 紹介の 国内版。 ロー カル

のペ ー ジは今や全 国唯一の 共通 の広 場 です か らね 。

3行 記事 で もいいか ら、各 地のニ ュー スが ほ しいで

す ね。

片 桐 無理 なお願 いか も知 れ ませ ん

けれ ど、 ローカル ニュー スの誌

面 を もう少 しふや してぼ しいで

すね。例 えば 、ワー ド、支部 、

伝 道所 の紹介 とい うよ うな記事

も時には載 せ てい ただ きたい と

思 います。

阿 部 狭いなが らも楽 しい誌面(笑)

伝道に役立てた経験

司 会 ロー カルのペー ジに関 しては 、皆 さんが積 極的 な

ご意 見 ・ご希望 を持 って い らっ しゃ るので、 うれ し

く思い ます。 これ を機 会に編集 の方 で も、い ろいろ

と考 えて みた い と思 い ます。 ところで話 は変 わ りま
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